
小・中学生向け 

「認知症サポーター養成講座」のご案内 
 

多くの小・中学校で実施 

多世代交流の場やご家族間でも活用できる知識です。 

地域の見守りの一員となり、地域貢献に関わることができます。 

 

 
 

 

2025(令和７)年には高齢者の約 7～8 人に１人が認知症になることが見込まれ、誰でも

なる可能性があります。新潟市では、認知症について正しく理解し、認知症の人やご家族を

見守り支援していくまちづくりに取り組んでいます。 

誰もが住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、次代を担う小・中学生に認知

症の正しい知識や支援等を知っていただくことを目的としています。 

 

授業の 1 コマ（４５分程度）で実施できます。ぜひ総合学習の

お時間等で講座を開催しませんか。 
 

   

 

 

 

 

受講された皆さんに、認知症サポー

ターの証である「オレンジリング」を

配布します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

認知症サポーター養成講座については、新潟市福祉読本の「Ⅴ認知症について学ぼう」にも記載し

ています。 

 寸劇やグループワークなどを取り入れ、 

認知症の正しい理解、認知症の人への接し方等を学ぶ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【認知症サポーター養成講座の開催に関するお問い合せ】 

新潟市認知症サポーターキャラバン事業事務局（新潟県介護福祉士会） 

電 話   ０２５－２８１－５５３１ 

F A X   ０２５－２８１－７７１０ 

電子メール  kaigo.@sage.ocn.ne.jp 
 

○実施希望日３０日前までに、電話または電子メールにてお問い合わせください。 

 
 

●認知症サポーターとは 

「認知症サポーター養成講座」を受けた人が「認知症サポーター」です。 

認知症サポーターは、特別なことをする人ではありません。認知症について、正しく理解

し、認知症の人やご家族を温かく見守り自分のできる範囲で活動します。 

たとえば、友人や家族にその知識を伝える、認知症になった人や家族の気持ちを理解す

るよう努める、隣人あるいは商店・交通機関等まちで働く人としてできる範囲で手助けをす

る等、内容は人それぞれです。 

 

●ロバ隊長ステッカー・ぬいぐるみ交付について 

認知症サポーター講座を受講していただいた学校を対象に、認知症サポーターの存在を

お知らせするロバ隊長ステッカー・ぬいぐるみを交付します。 

交付手続き等は新潟県ホームページをご覧ください（右記 QR コードから）。 

交付申請書の提出先は新潟市認知症サポーターキャラバン事業事務局です。 

 

認知症について 

みんなで考えてみましょう！ 

お気軽にお問合せください 

担当：新潟市福祉部地域包括ケア推進課  
電話：025-226-1281 
メール：houkatsucare＠city.niigata.lg.jp 

mailto:kaigo.@sage.ocn.ne.jp

